
検
疫
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中

広

島

広
島
空
港

を
「
広

島

徳

島

広
島
空
港

徳
島
飛
行
場
」
に
改
め
る
。

「

」

別
表
第
三
広
島
空
港
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

徳
島
飛
行
場

徳
島
飛
行
場
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
お
お
む
ね
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

内
の
地
域
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

そ

の

他

告

示

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
九
十
四
条
の
五
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
へ
の
記
載
を
も
っ
て
提
出
に
代
え
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
千
二

百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
三
号
中「（
法
第
九
十
四
条
の
五
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九

十
四
条
の
五
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
へ
の
記
載
を
も
っ
て
提
出
に
代
え
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
千
四
百

円
」
を
「
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
四
号
イ
中
「
千
八
百
円
」
を
「
二
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
千
九
百

円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
下
欄
中
「
一
両
」
を
「
自
動
車
一
両
」
に
改
め
、同
欄
第
一
号
中「
小

型
自
動
車
」
の
下
に
「
及
び
検
査
対
象
軽
自
動
車
」
を
加
え
、「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
二

号
を
削
り
、
同
欄
第
三
号
中
「
二
千
二
百
円
」
を
「
二
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
号
と
し
、
同
表
四
の

項
下
欄
中
「
一
両
」
を
「
自
動
車
一
両
」
に
改
め
、
同
欄
第
一
号
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
欄

第
二
号
中
「
千
四
百
円
」
を
「
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
三
号
イ
中
「
小
型
自
動
車
」
の
下
に
「
及
び
検
査
対
象

軽
自
動
車
」
を
加
え
、「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
二
千
二
百
円
」
を

「
二
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
す
る
。

検
疫
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
三
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

第
三
条
第
一
項
中
「
一
両
に
つ
き
五
百
円
」
を
「
自
動
車
一
両
に
つ
き
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
表
一
の
項
下
欄

中
「
一
両
」
を
「
自
動
車
一
両
」
に
改
め
、
同
欄
第
一
号
中「（
法
第
九
十
四
条
の
五
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
十
四
条
の
五
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
へ
の
記
載
を
も
っ
て
提
出
に
代
え
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、

同
号
イ
中
「
九
百
円
」
を
「
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
号

イ
中
「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中

「
千
七
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
千
六
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
下
欄

中
「
一
両
」
を
「
自
動
車
一
両
」
に
改
め
、
同
欄
第
一
号
中「（
法
第
九
十
四
条
の
五
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
十
四
条
の
五
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
へ
の
記
載
を
も
っ
て
提
出
に
代
え
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、

同
号
イ
中
「
九
百
円
」
を
「
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
号

イ
中
「
千
八
百
円
」
を
「
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
千
七
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
千

四
百
円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、同
表
三
の
項
下
欄
中「
一

両
」
を
「
自
動
車
一
両
」
に
改
め
、
同
欄
第
一
号
中
「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
三
百
円
」
に
改
め
、同
欄
第
二
号
中「
二

千
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
欄
第
三
号
中
「
千
七
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、同
欄
第
四
号
中「
千

六
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
下
欄
中
「
一
両
」
を
「
自
動
車
一
両
」
に
改
め
、
同
欄
第
一
号
イ

中
「
九
百
円
」
を
「
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、同
欄
第
二
号
イ
中「
二

千
百
円
」
を
「
二
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
千
七
百

円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
千
六
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中

欄
中
「
八
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
欄
中
「
七
万
円
」
を
「
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
表
三

の
項
中
欄
中
「
五
万
円
」
を
「
八
万
円
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
欄
中
「
四
万
円
」
を
「
七
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
十
九
号

検
疫
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
三
条
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
六
十
二
号

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
三
十
号
）
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令

和
八
年
二
月
二
日
に
発
行
し
た
利
付
国
債
の
発
行
条
件
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

１
名
称
及
び
記
号

利
付
国
庫
債
券
（
２
年
）（
第
481回

）
２
発
行
の
根
拠
法
律
及
び

そ
の
条
項

財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律

（
平
成
24年

法
律
第
101号

）
第
３
条
第
１
項
並
び
に
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
45年
法
律
第
90号
）
第
69条
第
１
項
並
び
に
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平

成
19年
法
律
第
23号
）
第
46条
第
１
項
及
び
第
47条
第
１
項

３
振
替
法
の
適
用
等

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
13年
法
律
第
75号
。
以
下
「
振
替
法
」

と
い
う
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
、そ
の
振
替
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

４
発

行
方

法
価
格
を
競
争
に
付
し
て
行
わ
れ
る
入
札
（
以
下
「
価
格
競
争
入
札
」
と
い
う
。）に
よ
る

発
行
（
以
下
「
価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）、
価
格
競
争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ

る
入
札
で
あ
っ
て
、
価
格
競
争
入
札
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
利
率
を
そ
の
利
率
と
し
、

価
格
競
争
入
札
に
お
い
て
募
入
の
決
定
を
受
け
た
各
申
込
み
の
応
募
価
格
を
募
入
額
に

よ
り
加
重
平
均
し
て
得
ら
れ
る
価
格
を
そ
の
発
行
価
格
と
す
る
も
の
に
よ
る
発
行
（
以

下
「
非
競
争
入
札
発
行
」と
い
う
。）、価

格
競
争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入
札
で
あ
っ

て
、
財
務
大
臣
が
各
国
債
市
場
特
別
参
加
者
ご
と
に
応
募
限
度
額
を
定
め
る
も
の
に
よ

る
発
行
（
以
下
「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
・
第
Ⅰ
非
価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）

及
び
価
格
競
争
入
札
の
募
入
の
決
定
を
し
た
後
に
行
わ
れ
る
入
札
で
あ
っ
て
、
財
務
大

臣
が
各
国
債
市
場
特
別
参
加
者
ご
と
に
応
募
限
度
額
を
定
め
る
も
の
に
よ
る
発
行
（
以

下
「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
・
第
Ⅱ
非
価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）
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